
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №46 都市計画道路３・４・１９号線整備事業 担当課 市街地整備課 予算費目名
款 項 目 

８ ３ １ 

事業概要 

及び目的 

ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業施行地区内の都市計画道路 3・4・19 号

線の整備に併せ、施行地区外の拡幅整備を行い、交通動線の円滑化および安全を確保

する。（延長＝約１００ｍ、面積＝約６５０㎡） 

成 

果 

目 

標 

成果指標
①事業用地取得面積 

②道路整備延長 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 6,500,000 0 4,220,000 7,560,000

計画値 
①約６５０㎡ 

②約１００ｍ 

決算額（単位：円） 0 0 3,150,000

従事職員数 2 2 2

事業の 

位置づけ 

章 ３ 安全で安心な暮らしができるまち ★左記施策（号）との結び付き 

都市計画道路は、都市の骨格となる重要な基盤施設であり、道路網整備は重

要施策となる。 

また、本事業はＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業と密接に関連してお

り、同事業と併せて施工することにより、効果的な道路網整備が推進される。

従事延べ日数 65 21 60

節 ３ 快適な生活環境の創造 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 １ 都市基盤の整備・充実 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 １ 道路網整備の推進 形態は？： 

2．進捗状況 平成２１年７月１０日記入  平成２２年５月２８日記入  平成２３年４月２０日記入 

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 調査 
実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
用地買収 

実施計画の予定

年度終了後 
未実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
工事 

実施計画の予定

年度終了後 
計画策定 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・ 

・ 

・ 

教育委員会等の関係部

署と協議が整わなかっ

たことにより、交差点協

議は未了。なお、平成

21 年度以降も引き続

き事業を推進する。 

・ 

・ 

・ 

教育委員会をはじめ

とする関係部署と協

議が整わなかったこ

とにより、交差点協

議は未了。なお、平

成 22 年度以降も引

き続き事業を推進す

る。 

・詳細設計（道路整備計画、交差点協議） 

・ 

・ 

道路整備計画につい

て、関係部局との調

整が整った段階であ

り、用地買収等は未

了。なお、平成 23

年度以降も引き続き

事業を推進する。 

継続している 

事項 

・詳細設計（交差点協議） 

・ 

・ 

・詳細設計（交差点協議） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

未着手事項 

・詳細設計（建物調査、測量等） 

・用地買収（約６５０㎡） 

・工事（約１００ｍ） 

・詳細設計（建物調査、測量等） 

・用地買収（約６５０㎡） 

・工事（約１００ｍ） 

・詳細設計（建物調査、測量等） 

・用地買収（約６５０㎡） 

・工事（約１００ｍ） 

改善案 

用地確保に向けた手法の確立を図る。 

（事業用地、代替用地） 

成果指標 用地確保に向けた手法の確立（事業用地、代替用地） 

関係機関の承諾が得られる案の作成に向け、道路実施設計等

を平成 22 年度に実施する。 

成果指標 用地確保に向けた手法の確立（事業用地、代替用地） 

関係機関の承諾が得られたことから、今後は用地買収、整備

工事に取り組む。平成 23 年度は、家屋の調査、測量を実施

する。 

成果指標 
実績値 

①０㎡ 

②０ｍ  

達成率 

①０％ 

②０％ 

実績値 

①０㎡ 

②０ｍ 

達成率 

①０％ 

②０％ 

実績値 

①０㎡ 

②０ｍ 

達成率 

①０％ 

②０％ 

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 23 日協議実施  平成 22 年 6 月 1 日協議実施  平成23 年4 月22 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充  ○   

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

用地確保の手法の確立、教育委員会をはじめとする関係部署との協議を行い、早期

着工を目指す。 

★上記を選択した根拠 

関係機関との協議を継続するとともに、関係機関の承諾が得られる道路整備内容を

検討するため、道路実施設計を行い、JR 津田沼駅南口土地区画整理事業の進捗に併

せた、早期の着工を目指す。 

★上記を選択した根拠 

道路整備計画の関係機関の了解が得られたことから、用地取得に向けた取り組みを

進め、 JR 津田沼駅南口土地区画整理事業の進捗に併せ、早期着工を目指す。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

関係部署が承諾できる案を策定する。 道路実施設計を行い、関係部署が承諾できる案を策定するとともに、安価で効率的

な工事手法による整備の検討を行う。 

用地取得に向けた地権者との交渉を開始し、移転補償費算定のため建物の調査及び

測量を実施する。 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 □検討中 ■その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

関係部署との協議がと整わなかったことから、事業実施の段階まで至らなかった。 

 

□実施 □一部実施 □検討中 ■その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

関係部署との協議を引き続き行ったが、事業実施の段階まで至らなかった。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 


